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令和 5 年度（2023 年度）神戸大学大学院国際文化学研究科 

博士課程前期課程入学試験 

基礎科目 試験問題  外国語（英語） 

受験者への注意事項

以下の注意事項をよく読んで下さい。

1. 試験開始前に問題を見てはいけません。従わない場合は、不正行為と見なされる場合があります。

2. 試験時間中、机の上に置けるものは、受験票、筆記用具（※筆箱等から出すこと）、腕時計（※時計以外の機

能をもつものは不可）、メガネ、「持ち込みが認められた辞書」のみです。

3. 携帯電話の電源は切ってください。マナーモードに設定していても、必ず電源を切ってください。携帯電話など

の通信機器類や音の出る機器は身につけないで、カバンにしまってください。

4. 試験開始・終了は監督者の時計により合図します。

5. 試験中に質問等があれば、手を挙げて監督者に申し出てください。

6. 試験開始後３０分間は退室できません。

7. 試験開始３０分経過後は退室することができます。退出する場合には、解答用紙は裏にして机の上に置いてく

ださい。

8. 基礎科目については、出願時に選択した問題以外の問題を解答しても無効になります。

9. 解答用紙を何枚使用してよいかは、問題ごとに指定されていますので、解答する前に必ず確認してください。

解答用紙が指定された枚数より多く綴じられている場合がありますが、指定された枚数を使用して解答してく

ださい。

10. 解答用紙の指定の枠外や裏面に記載した内容は採点対象外とします。なお、解答用紙の追加の配布はしま

せんので注意してください。

11. 解答用紙は必ず提出してください。問題用紙及び下書き用紙は持ち帰ってください。

1



 

 1 / 1 
 

令和５年度（2023年度）神戸大学大学院国際文化学研究科 

博士課程前期課程入学試験 

基礎科目 試験問題 外国語（英語） 

 

（注）問題用紙 5 枚、解答用紙 2 枚、下書き用紙１枚 

問題 I、II の解答は、それぞれ指定された解答用紙に記入すること  

 

問題Ⅰ 以下の英文を読み、問１〜問 3 に答えなさい。 

 

（問題文省略）  

 

（出典： Jeffrey Kluger. “Billionaires Are Racing to Space—and the Climate is 

Paying the Price”. Time. June 28, 2022. 一部改変）  

問１ 下線部 (1) を日本語に訳しなさい。 

問２ 下線部 (2) を日本語に訳しなさい。 

問３ 下線部 (3) を日本語に訳しなさい。 

 

 

問題Ⅱ 以下の英文を読み、問１〜問３に答えなさい。 

 

（問題文省略）  

 

 

（出典：Carol A. Padden & Tom Humphries. Deaf in America: Voices from a Culture. 

Harvard University Press.1988.第 1 章より抜粋。一部改変）  

 

問1 下線部 (1) の具体的な内容を日本語で説明しなさい。 

問2 下線部 (2) を日本語に訳しなさい。 

問3 下線部 (3) で述べられている「違い」の内容を日本語で説明しなさい。 
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令和 5 年度（2023 年度）神戸大学大学院国際文化学研究科 

博士課程前期課程入学試験 

 

基礎科目 試験問題  日本語  

  
 
 
 
 

受験者への注意事項 

 
以下の注意事項をよく読んで下さい。 

1. 試験開始前に問題を見てはいけません。従わない場合は、不正行為と見なされる場合があります。 

2. 試験時間中、机の上に置けるものは、受験票、筆記用具（※筆箱等から出すこと）、腕時計（※時計以外の機

能をもつものは不可）、メガネ、「持ち込みが認められた辞書」のみです。 

3. 携帯電話の電源は切ってください。マナーモードに設定していても、必ず電源を切ってください。携帯電話など

の通信機器類や音の出る機器は身につけないで、カバンにしまってください。 

4. 試験開始・終了は監督者の時計により合図します。 

5. 試験中に質問等があれば、手を挙げて監督者に申し出てください。 

6. 試験開始後３０分間は退室できません。 

7. 試験開始３０分経過後は退室することができます。退出する場合には、解答用紙は裏にして机の上に置いてく

ださい。 

8. 基礎科目については、出願時に選択した問題以外の問題を解答しても無効になります。 

9. 解答用紙を何枚使用してよいかは、問題ごとに指定されていますので、解答する前に必ず確認してください。

解答用紙が指定された枚数より多く綴じられている場合がありますが、指定された枚数を使用して解答してく

ださい。 

10. 解答用紙の指定の枠外や裏面に記載した内容は採点対象外とします。なお、解答用紙の追加の配布はしま

せんので注意してください。 

11. 解答用紙は必ず提出してください。問題用紙及び下書き用紙は持ち帰ってください。 
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令和５年度（２０２３年度）神戸大学大学院国際文化学研究科  

博士課程前期課程入学試験 

基礎科目 試験問題 日本語 

 

（注）問題用紙４枚、解答用紙２枚、下書き用紙１枚  

問題 I、II の解答は、それぞれ指定された解答用紙に記入すること 

 

問題 I 次の文章を読んで、あとの問１～問３に日本語で答えなさい。 

 

（問題文省略） 

 

出典： 滝浦真人（2013）『日本語は親しさを伝えられるか』 岩波書店、pp.v－viii。 

 

問１ 下線部 (1)「百年前には少しも当たり前ではなかった」とはどのような状況か。100 字以内

で説明しなさい。 

 

問２ 下線部(2)「話し言葉がそのままでは書けない」とはどういうことか。100 字以内で説明しな

さい。 

 

問３ 下線部(3)「来たるべき標準語」の理念とはどのようなものか。250字以内で説明しなさい。 
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問題Ⅱ  次の文章を読んで、あとの問１と問２に日本語で答えなさい。  

 

（問題文省略） 

 

出典：樋口直人（2019）「多文化共生―政策理念たりうるのか」髙谷幸編『移民政策とは何か

―日本の現実から考える』人文書院、pp.130-133。 

 

問１ 筆者は、下線部（1）「国際政策」と下線部（２）「多文化共生」政策との違いについてどのよう

に述べているか。150 字以内でまとめなさい。 

 

問２ 下線部（３）「大きな欠陥」とはどのようなものか。200 字以内で説明しなさい。 
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令和 5 年度（2023 年度）神戸大学大学院国際文化学研究科 

博士課程前期課程入学試験 

 

基礎科目 試験問題  外国語（フランス語）  

  
 
 
 
 

受験者への注意事項 

 
以下の注意事項をよく読んで下さい。 

1. 試験開始前に問題を見てはいけません。従わない場合は、不正行為と見なされる場合があります。 

2. 試験時間中、机の上に置けるものは、受験票、筆記用具（※筆箱等から出すこと）、腕時計（※時計以外の機

能をもつものは不可）、メガネ、「持ち込みが認められた辞書」のみです。 

3. 携帯電話の電源は切ってください。マナーモードに設定していても、必ず電源を切ってください。携帯電話など

の通信機器類や音の出る機器は身につけないで、カバンにしまってください。 

4. 試験開始・終了は監督者の時計により合図します。 

5. 試験中に質問等があれば、手を挙げて監督者に申し出てください。 

6. 試験開始後３０分間は退室できません。 

7. 試験開始３０分経過後は退室することができます。退出する場合には、解答用紙は裏にして机の上に置いてく

ださい。 

8. 基礎科目については、出願時に選択した問題以外の問題を解答しても無効になります。 

9. 解答用紙を何枚使用してよいかは、問題ごとに指定されていますので、解答する前に必ず確認してください。

解答用紙が指定された枚数より多く綴じられている場合がありますが、指定された枚数を使用して解答してく

ださい。 

10. 解答用紙の指定の枠外や裏面に記載した内容は採点対象外とします。なお、解答用紙の追加の配布はしま

せんので注意してください。 

11. 解答用紙は必ず提出してください。問題用紙及び下書き用紙は持ち帰ってください。 
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令和５年度（20２３年度）神戸大学大学院国際文化学研究科  

博士課程前期課程入学試験 

基礎科目 試験問題 外国語（フランス語） 
 

（注）問題用紙 3 枚、解答用紙 2 枚、下書き用紙１枚  

問題 I、II の解答は、それぞれ指定された解答用紙に記入すること 

 

問題Ⅰ 次の文章を読み、問１〜問２に答えなさい。 

 

（問題文省略） 

 

＊SDF：« sans domicile fixe »の略号で、いわゆる「ホームレス」を指す。 

 

出典）Albert Ogien, « Les pauvretés de la sociologie », in Alain Leroux et Pierre 

Livet éd., La Pauvreté dans les pays riches, Economica, 2009, pp.73-74. 

 

 

問１. 下線部①について、その二つの「理由」と、そこから生じている貧困研究の「現状」をそれ

ぞれ指定された字数以内の日本語でまとめなさい。 

 

 理由（１）100 字  

 理由（２）50 字  

 現状 100 字  

 

問２. 下線部②を le faire の内容（具体的に何をすることか）を明示して日本語に訳しなさい。  

 

 

問題Ⅱ 次の文章の下線部①と②を日本語に訳しなさい。 

 

（問題文省略）  

 

出典）Raymond Aron, Mémoires, Julliard, 1983, p.9 
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令和 5 年度（2023 年度）神戸大学大学院国際文化学研究科 

博士課程前期課程入学試験 

 

基礎科目 試験問題  外国語（中国語）  

  
 
 
 
 

受験者への注意事項 

 
以下の注意事項をよく読んで下さい。 

1. 試験開始前に問題を見てはいけません。従わない場合は、不正行為と見なされる場合があります。 

2. 試験時間中、机の上に置けるものは、受験票、筆記用具（※筆箱等から出すこと）、腕時計（※時計以外の機

能をもつものは不可）、メガネ、「持ち込みが認められた辞書」のみです。 

3. 携帯電話の電源は切ってください。マナーモードに設定していても、必ず電源を切ってください。携帯電話など

の通信機器類や音の出る機器は身につけないで、カバンにしまってください。 

4. 試験開始・終了は監督者の時計により合図します。 

5. 試験中に質問等があれば、手を挙げて監督者に申し出てください。 

6. 試験開始後３０分間は退室できません。 

7. 試験開始３０分経過後は退室することができます。退出する場合には、解答用紙は裏にして机の上に置いてく

ださい。 

8. 基礎科目については、出願時に選択した問題以外の問題を解答しても無効になります。 

9. 解答用紙を何枚使用してよいかは、問題ごとに指定されていますので、解答する前に必ず確認してください。

解答用紙が指定された枚数より多く綴じられている場合がありますが、指定された枚数を使用して解答してく

ださい。 

10. 解答用紙の指定の枠外や裏面に記載した内容は採点対象外とします。なお、解答用紙の追加の配布はしま

せんので注意してください。 

11. 解答用紙は必ず提出してください。問題用紙及び下書き用紙は持ち帰ってください。 
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令和５年度（20２３年度）神戸大学大学院国際文化学研究科  

博士課程前期課程入学試験 

基礎科目 試験問題 外国語（中国語） 
 

（注）問題用紙４枚、解答用紙２枚、下書き用紙１枚  

問題 I、II の解答は、それぞれ指定された解答用紙に記入すること 

 

問題 I 以下の文章を読んで、設問に答えなさい。 

 

（問題文省略） 

 

（『BBC News 中文』2022 年 8 月 25 日、

https://www.bbc.com/zhongwen/simp/world-62675962 より。一部改変） 

 

設問  

 

問１ 下線部（1）を日本語に訳しなさい。 

問２ 下線部（2）を日本語に訳しなさい。 

問３ 下線部（3）を日本語に訳しなさい。 

問４ 下線部（4）を日本語に訳しなさい。 

問５ 下線部（5）を日本語に訳しなさい。 

 

 

問題Ⅱ 以下の文章を読んで、内容を 400 字以内の日本語で要約しなさい。 

 

（問題文省略） 

 

（费孝通 『乡土中国 生育制度 乡土重建』商务印书馆、2011 年より） 
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令和 5 年度（2023 年度）神戸大学大学院国際文化学研究科 

博士課程前期課程入学試験 

 

基礎科目 試験問題  情報  

  
 
 
 
 

受験者への注意事項 

 
以下の注意事項をよく読んで下さい。 

1. 試験開始前に問題を見てはいけません。従わない場合は、不正行為と見なされる場合があります。 

2. 試験時間中、机の上に置けるものは、受験票、筆記用具（※筆箱等から出すこと）、腕時計（※時計以外の機

能をもつものは不可）、メガネ、「持ち込みが認められた辞書」のみです。 

3. 携帯電話の電源は切ってください。マナーモードに設定していても、必ず電源を切ってください。携帯電話など

の通信機器類や音の出る機器は身につけないで、カバンにしまってください。 

4. 試験開始・終了は監督者の時計により合図します。 

5. 試験中に質問等があれば、手を挙げて監督者に申し出てください。 

6. 試験開始後３０分間は退室できません。 

7. 試験開始３０分経過後は退室することができます。退出する場合には、解答用紙は裏にして机の上に置いてく

ださい。 

8. 基礎科目については、出願時に選択した問題以外の問題を解答しても無効になります。 

9. 解答用紙を何枚使用してよいかは、問題ごとに指定されていますので、解答する前に必ず確認してください。

解答用紙が指定された枚数より多く綴じられている場合がありますが、指定された枚数を使用して解答してく

ださい。 

10. 解答用紙の指定の枠外や裏面に記載した内容は採点対象外とします。なお、解答用紙の追加の配布はしま

せんので注意してください。 

11. 解答用紙は必ず提出してください。問題用紙及び下書き用紙は持ち帰ってください。 
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令和５年度（20２３年度）神戸大学大学院国際文化学研究科 

博士課程前期課程入学試験 

基礎科目 試験問題 情報 
 

（注）問題用紙２枚、解答用紙２枚、下書き用紙１枚  

問題 I、II の解答は、それぞれ指定された解答用紙に記入すること 

 

問題Ⅰ 以下の用語  (ア)〜(コ) について日本語または英語で簡潔に説明しなさい。 

(ア) SMTP 

(イ) SQL 

(ウ) LMS 

(エ) GUI 

(オ) SSD 

(カ) USB 

(キ) クロック周波数  

(ク) オープンソース  

(ケ) HTTP Cookie 

(コ) メタバース  

  

11



 2 / 2 

 

問題Ⅱ 問１〜３のそれぞれに A と B の２つの図を示す。A を描画するプログラムと B を描画するプロ

グラムのうち、いずれのプログラムを作成する方がより難しいと考えられるか、解答用紙の該当する選

択肢の□にチェックを入れ、そのように考えた理由を日本語または英語で説明しなさい。 

 

問１ 

  

A B 

 

問２ 

  

A B 

 

問３ 

  

A B 
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